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  4 月 23 日午後 1 時から、石原社長による定例記者会見が、放送センター20 階     

役員大会議室で開かれました｡概要は以下のとおりです。 

 

＜編成関連＞ 

4 月編成は、レギュラー番組がスタートした 2 週目はゴールデン、プライムともに 2 位。3 週

目はいずれも 3 位とまずは好調なスタートを切ることができた。木曜ドラマ『MOZU』、金曜

ドラマ『アリスの棘』がともに平均で 13％を超えており、木曜日のバラエティの新番組も  

二桁で始まった。また、報道・情報色を強めた新『ニュースキャスター』も 15％の水準に戻

ってきた。この日曜日には、『半沢直樹』の池井戸潤さん原作『ルーズヴェルト・ゲーム』も 

始まる。4 月クールのドラマはかなり充実したラインナップになっているので、大いに期待し

ている。一方、今回の改編の大きな目玉のひとつである『あさチャン！』と『いっぷく！』は、

今のところ少し苦戦しているが、特に『あさチャン！』には情報量を増やすなど、迅速に 

テコ入れを行うよう指示しているところだ。こうした帯番組は、視聴習慣が定着するまで、 

ある程度時間がかかると思うが、現場は試行錯誤しながら一生懸命やっているので、  

今しばらく見守っていきたい。なお、激戦区の昼の時間帯では、『ひるおび！』が、2013 年

度も、同時間帯トップを達成し、これで3年連続のトップとなった。引き続き、視聴者の皆様

のご期待に沿えるよう、頑張っていく。 

 

＜営業関連＞ 

2013 年度の第 4 四半期は、消費増税前の駆け込み需要が想定より多かったようで、   

スポットも好調だった。タイムも『ソチ・オリンピック』やドラマ『リーダーズ』などで売上を積み

上げることができた。詳細については、5 月 13 日の決算発表の際に発表する。 

今年度の上期は、タイムのレギュラーセールスで、2013 年度下期並みの売上を確保する

ことができた。しかし、4 月のスポットは、当初思っていたほど数字が伸びていない。駆け込

み需要の反動などで、スポンサーの中にはキャンペーンを 5 月以降に先送りするところも

あるようだ。ただ政府や日銀、民間のエコノミストなどは「第 2 四半期から景気は持ち直す」

と見る向きが多いようなので、ちょうどワールドカップサッカーが始まる 6 月頃から広告需要

が上向いてくるのではないかと見ている。また、今年は 9 月から 10 月にアジア大会、世界

バレーと大型スポーツイベントが控えており、現在精力的にセールスを開始している。 
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＜事業関連＞ 

TBS テレビ 60 周年特別企画として、オフ・ブロードウェイでロングラン公演を続けている 

「フエルサ ブルータ」が 5 月 10 日からスタートする。赤坂サカスに特設テントを設営中。 

谷原章介さん、森三中の黒沢かずこさん、当社のアナウンサー全員がオフィシャル・サポ

ーターとなり、赤坂サカスで初めて行う体験型の大型イベントとして盛り上げていく。 

映画では、クローズシリーズの第 3 弾、「クローズ EXPLODE」が 4 月 12 日に公開され、  

10 日間で興行収入 6 億 6600 万円、動員 50 万 2500 人の好スタートを切った。今回は  

「新学期」と銘打ち、東出昌大さんら新しいキャストを迎えてのオリジナルストーリーだ。 

海外展開では、3 月より台湾の大手ケーブルテレビ局 GTV で「TBS アワー」が始まった。 

4 月からは新作の『MOZU』『アリスの棘』『ホワイト・ラボ』を日本と同じ日の夜（23:00）に  

放送し、台湾の皆様にいち早く日本のドラマを楽しんでいただけることになった。 

 

サカス広場では、春休み期間中の「ママサカス 2014」に 43 万 4000 人が来場した。「小学

生以下のお子さんを連れたお母さん」が全体の 71％を占めるなど、親子で賑わった。 

夏サカスでは、「デリシャカス 2014」を開催する。昨年好評だった番組とのコラボイベント

「食のおもてなし」の 2 回目で、スタッフは「味、内容すべてにおいて昨年以上を目指す」と

意気込んでいる。 

 

 

＜ラジオ関連＞ TBSR&C 入江社長 

編成関連：今週一週間が今年度初の聴取率調査。ナイター中継と、ナイターオフゾーン

の番組で支持を得たジェーン・スーさんの新番組を、リスナーがどう捉えているかに注目 

している。 

営業関連：3 月は、タイムは引き続き厳しい状況ながらも、キャンペーンや特番などの反響

がよく、スポットも消費増税前の駆け込み需要などで積み上がり、事業セクションの収支も

上ぶれて、堅調な成果が残せた。通期では放送収入のダウンを放送外収入（ハウジング

事業・イベント）で補うという状況。 

4 月以降は、タイムはかなり厳しく、スポットはある程度の数字が確保できているものの、  

3 月までの好調は維持できないと思われる。放送外収入で補っても、費用面のコントロー

ルをしなければ利益確保は難しいと予想される。 

以上 

 


